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 キートップの表示の見方

A : 赤字のキー（基本文字） 
そのキーの１打で入力できる基本文

 

 
字

 
で、日本語の母音と基本子音。 
 

: 日本語の濁音の子音 

そのキーを２度押すと「濁音（が,ざ,
だ,ば等）」の子音部になる。 
(2度押しは濁音へ) 

   : ２度押し入力 
そのキーを２度押しで入力できる英

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．設定 

●パソコンの入力設定 

パソコンの入力設定（ＩＭＥ）は「ローマ字入力」、初期入力設定は「ひらがな」にしておいて下さい。 

●キーボードの設定 

Kkbox55s 簡単片手キーボードを接続して、キーボードに表示されるランプは下図の様に３灯共に点灯する状態に

して下さい。 

設定は、「NumLock」キーと、キーボード左側面にある「Mode Switch」ボタンを押して行います。 

●簡単キー５５のスタート 

パソコンのスタートボタン又はアイコンから「簡単キー55」のアイコン   をクリックして「簡単キー５５」を

スタートさせて下さい。タスクトレーにアイコン      のいずれかが表示されます。 このアイコンを右クリ

ックしてモードを「ローマ字入力」にしておいて下さい。 併せて、「キーマップ」にもチェックを入れてキーマップ

を表示させておいて下さい。 

※付属のキートップラベルを貼った状態 

字

を示す。（日本語では希少出現文字）

. Q : ピリオド+打鍵で入力 
ピリオド(.)を押して、続いてそのキー

の打鍵で入力出来る事を示す。 

 

         : 特殊キーで入力

 

       特殊キーを押した後で

更に「ピリオド」を１

～３回押して、続いてそのキーを打

（特殊キー） 

鍵

して入力出来る事を示す（記号等の入

力）。 

SP 濁音・記号

. 変換 ――Del 



２．使い方の基本ルール 

●日本語入力 

                     （あいうえお かさたなはまやらわ行の子音部）はそのまま1キー

入力できます。 

●濁音の入力 

           （が ざ だ ば行の子音部）は当該キーを２度押しして入力します。 

●その他の子音・アルファベットの入力 

のアルファベットは当該キーを２度押しして入力します。  

のアルファベットは、「ピリオド」の後に当該キーを押します。  C .F .L .P .Q .X 
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【特殊機能キー】について（重要） 

（特殊キー）

本システムでは、「ピリオド（．）」キーに続けて「スペース（SP）」キーを押すと、キーボードの文字種の切替や、機

能の有効化をするキーとして働きます。 「ピリオド（．）」+「スペース（SP）」 に続いて更に「ピリオド（．）」を

押すと「記号の入力」に、「ピリオド（．）」+「スペース（SP）」 に続いて更に「スペース（SP）」を押すとカーソル

キー、機能キーや数値キーを「有効」にします。これら３種のキーを「特殊キー」と呼び以下にその使い方を述べます。

又、「スペース（SP）」は変換機能を兼ねています。（ここで特殊キーとは、本来の文字入力やキーボード一般に定義さ

れた機能以外の働きをするキーを云う） 

 

●記号の入力 

記号キーに切り替えるには、「ピリオド（．）」+「スペース（SP）」を押します。 記号は３ステージに分かれてい

て、続いて「ピリオド（．）」キーを押して切替えることが出来ます。 

．□ ．（特殊キー＋ピリオド１回）   →→→ /  *  >  ‘  \  @  ;  :  ｢ ｣等の入力へ 

．□ ．． （特殊キー＋ピリオド２回） →→→ = ～ | _ ^  {  , }  ? 等の入力へ 

．□ ．．．（特殊キー＋ピリオド３回） →→→ ‘  (  )  &  %  &  !  “  #  > 等の入力へ 

 

●数字キー 

．□ （特殊キー） → 数字1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 が有効 

 この操作では、一文字入力すると入力モードはローマ字入力（文字入力）に戻ってしまいます。連続して数値を

入力する場合は、「４．英数字類の入力」で記載する方法によって下さい。 

 

●ファンクションキー(F7 F8 F9 F10等)の利用 

．□ □ （特殊キー＋スペースキー１回） →Ｆ７ Ｆ８ Ｆ９ Ｆ１０が有効 

「ピリオド（．）」+「スペース（SP）」に続いて更にスペース□キー（ＳＰ）を１回押すとファンクションキーが

有効になります、 
Ｆ７： ひらかな → カタカナ変換に使用 

Ｆ８： 半角変換に使用 

Ｆ９： 全角変換に使用 

Ｆ１０： 大文字、小文字変換に使用 

 

●機能キー（カーソルキー、BS, Del  End  Home 等）の使用 

．□ □□（特殊キー＋スペース２回）→ カーソルキー（←,↑,↓,→）BS, Del  End  Home 等 

機能キーを使うには、「ピリオド（．）」+「スペース（SP）」に続いて、更に「スペース□（SP）」キーを２回押



すことで有効になります。又は、「Num Lock」キーを押しても有効になります。 

【注】特殊機能キーで設定した動作モードは、一度文字入力が完了すると元の状態(文字入力状態)に戻ります。 

 

３．全角ひらかな（日本語入力）  （※ＰＣの入力モードを「ひらかな入力」にしておく） 
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入力文字 キー操作  入力文字 キー操作 

あ 
  

た 
 

い 
  

ち 
 

う 
  

つ 
 

え 
  

て 
 

お 
  

と 
 

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

A） 

I） 

U） 

E） 

O） 

A） 

I） 

U） 

E） 

O） 

か 
  

な 
 

き 
  

に 
 

く 
  

ぬ 
 

け 
  

ね 
 

こ 
  

の 
 

さ 
  

は 
 

し 
  

ひ 
 

す 
  

ふ 
 

せ 
  

へ 
 

そ 
  

ほ 
 

（KA）

（KI）

（KU）

（KE） 

（KO）

（SA）

（SI） 

（SU）

（SE）

（SO）

（TA） 

（TI） 

（TU） 

（TE） 

（TO） 

（NA） 

（NI） 

（NU） 

（NE） 

（NO） 

（HA） 

（HI） 

（HU） 

（HE） 

（HO） 
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入力文字 キー操作  入力文字 キー操作 

ま 
  

げ 
 

み 
  

ご 
 

む 
  

ざ 
 

め 
  

じ 
 

も 
  

ず 
 

や 
  

ぜ 
 

ゆ 
  

ぞ 
 

よ 
  

だ 
 

ら 
  

ぢ 
 

り 
  

づ 
 

る 
  

で 
 

れ 
  

ど 
 

ろ 
  

ば 
 

わ 
  

び 
 

を 
  

ぶ 
 

ん 
  

べ 
 

が 
  

ぼ 
 

ぎ 
  

 
 

ぐ 
  

 
 

（MA）

（MI）

（MU）

（ME）

（MO）

（YA） 

（YU） 

（YO）

（RA）

（RI） 

（RU）

（RE）

（RO）

（WA）

（WO）

（NN）

（KKE）

（KKO）

（SSA）

（SSI）

（SSU）

（SSE）

（SSO）

（TTA）

（TTI）

（TTU）

（TTE）

（TTO）

（HHA）

（HHI）

（HHU）

（HHE）

（HHO）

（=GE）

（ =GO

（=ZA）

（=ZI）

（=ZU） 

（=ZE）

（=ZO） 

（=DA）

（=DI）

（=DU）

（=DE）

（=DO）

（=BA）

（=BI）

（=BU）

（=BE）

（=BO）
（KKA）
（=GA）

（KKI）
（=GI） 
（KKU）
（=GU）



 

入力文字 キー操作 入力文字 キー操作 

ぱ 
  

ちょ
 

ぴ 
  

にゃ
 

ぷ 
  

にゅ
 

ぺ 
  

にょ
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ぽ 
 

ひゃ
 

きゃ 
 

 

 
ひゅ

 

きゅ 
  

ひょ
 

きょ 
  

びゃ
 

ぎゃ 
  

びゅ
 

ぎゅ 
  

びょ
 

ぎょ 
  

ぴゃ
 

しゃ 
  

ぴゅ
 

しゅ 
  

ぴょ
 

しょ 
  

みゃ
 

じゃ 
 

 

 
みゅ

 

じゅ 
 

 

 
みょ

 

じょ 
 

 

 
りゃ

 

ちゃ 
 

りゅ
 

ちゅ 
  

りょ

（.NU） 

（. NA） 

（. NI） 

（. NE） 

（. NO） 

（KYO） 

（KYA） 

（KYU）

（KKYA）

（KKYU）

（KKYO）

（SYA） 

（SYU） 

（SYO） 

（YYA） 

（YYU） 

（YYO） 

（TYA） 

（TYU） 

（TYO） 

（=GYA）

（=GYU）

（=GYO）

（=PA）

（=PI） 

（= PU） 

（=PE） 

（=PO） 

（NYA） 

（NYU）

（NYO） 

（HYA） 

（HYU）

（HYO） 

（HHYA）

（HHYU）

（HHYO）

（MYA）

（MYU）

（MYO）

（RYA） 

（RYU） 

（RYO） 

（.HYO）

（.HYU）

（.HYA）



●小さい文字の入力 
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入力文字 キー操作  入力文字 キー操作 

ぁ 
 

 

 
っ 

ぃ 
 

 

 
ゃ 

ぅ 
 

 

 
ゅ 

ぇ 
 

 

 
ょ 

これらの文字は単独で使用しないので、

文章の一環として入力します。 

（例） 

とっさ → 

 

おちゃ →  

ぉ 

（RRA） 
（=LA） 

（RRI） （TOSSA） 
（=LI） 

（OTYA） （RRU） 
（=LU） 

（RRE） 
（=LE） 

 

 

 
 

  （RRO） 
（=LO） 

 

●促音の入力例 

入力文字 キー操作 

いっぽん  （I.N.NONN） 

とっさ 
 

 

●全角記号の入力（日本語用）（※ＰＣの入力モードを「ひらかな入力」にしておく） 

文字 キー操作 文字 キー操作 

、 
 

「 
 

。 
 

」 
 

― 
（長音） 

 
・ 
（中点）

 

※カタカナ文字列中に「長音―」がある場合には、その前の部分を「Ｆ７キー」でカタカナに変換・確定してから、

長音を入力・確定して下さい。 続くカタカナ文字列はその後に続けて同様に入力して下さい。 

●漢字かな文に変換 

上記ひらかな文字列の入力の直後    （変換キー）を押して変換し、良ければ   で確定する。 

 

●全角カタカナ入力 

上記の「ひらかな」文字列を入力して、               (F7)を押してカタカナ変換する。 

  （例） 

 

 

 

（おはよう） オハヨウ（全角カナ）

（. A） 

（. I） 

（. .） 

（. SP . H）

（. SP . R）

（=TOSSA） 
（TOSSSA） 

（=IPPONN）

（. SP . W）

（特殊キー） （Ｆ７）

（特殊キー） （Ｆ７）



４．英数字類の入力 

●半角アルファベット（小文字）の入力  （※ＰＣの入力モードを「直接入力」にしておく） 

- 7 - 

文字 キー操作 文字 キー操作 

a 
 

 

 
ｎ 

 
（N）（A）

b 
 

 

 
ｏ 

 

c 
 

 

（O）（H H）

 
ｐ 

 

d 
 

（. O） （. N） 

 

 
ｑ 

 

e 

（. U） （T T）

 

 

 
ｒ 

 
（R）（E）

f 
 

 

 
ｓ 

 

g 
 

 

 
ｔ 

（S）（. M） 

 
（T）（K K）

h 
 

 

 
ｕ 

 

i 
 

 

（H） （U）

 
ｖ 

 
（I） （W W） 

j 
 

 

 
ｗ

 

ｋ 

（W）（. Y） 

   
ｘ （. E） （K）

ｌ 
  

ｙ 
 

（Y）（. R） 

  
ｍ ｚ 

 

 

 

（S S） （M） 

「b, d, g, z」は、濁音の子音部分なので、該当の清音「h,t,k,s」を２回打鍵して下さい。 
 

 

●大文字の半角アルファベットの入力 

希少出現頻度文字「C,F,Q,V,X」以外の文字は、入力後に「Ｆ９」キーを押して小文字を大文字に変換して下さい。 

希少出現頻度文字「C,F,Q,V,X」は    （変換）キーを押して表示される文字種の中から、適当な大文字を選択して

確定して下さい。 

 

 

「c, f, l, p, q, x」は、特殊キー    に続いて該当のキーを押して下さい。

 



●半角数字の連続入力   

（※ＰＣの入力モードを「直接入力」にしておき、ＰＣ本体キーボードの「Ｅｓｃ」キーを押すと数字入力モードになりま

す。） 

（ＰＣの「Ｅｓｃ」キーでなく、「簡単キー」の画面モード表示（キーマップ）左上の「カスタムモード」と表示されてい

るキーをクリックしても同じモードになります。） 文字入力に戻る時も同様に、本体キーボードの又はキーマップの「Esc」

を押して下さい。 

入力文字 
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キー操作  入力文字 キー操作 

1 
 

 

 
6 

 

2 
 

2 

 
7 

 

3 
 

 

 
8 

 

4 
 

 

 
9 

 

5 
 

 

 
0 

 

/ 
 

 

  
+ 

. 
 

 

 
- 

 

* 
   

 

●半角記号の入力 （※ＰＣの入力モードを「直接入力」にしておく） 

記号の入力は、特殊キー        を押してから、   （. ピリオド）を押して目的の記号キーを押します。

ここで、   （. ピリオド）の押す回数によって記号キーのページを切り替える事が出来ます。 

●1ページ目の記号入力 

（特殊キー） 

（１回押す=１ページ目） 

文字 キー操作 文字 キー操作 

/ 
 

 ; 
 

< 
 

: 
 

\ 
 

+ 
 

[ 
 

] 
 

@ 
 

^ 
 

 

I / 
. 、



 

●２ページ目の記号入力 （２回押す=２ページ目） 
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文字 キー操作 文字 キー操作 

= 
 *  

| 
 

?
ろろ 

{ 
 

} 
 

_ 
  

 

 

●3ページ目の記号入力 

文字 キー操作 文字 キー操作 

‘ 
 

) 
 

( 
 

$
 

% 
 

& 
 

! 
 “  

# 
 

> 
 

 

●カーソルキー（→↓←↑）と機能キーの操作 

 

カーソルキーと機能キーは、       に続いて    キーを２回押すとこのモードになります。 

 

機能 キー操作 機能 キー操作 

 
 

 
 

 
 

  
 

Ins 
 

 End 
 

 

 

 

（３回押す=３ページ目） 

（特殊キー） 

（特殊キー） （特殊キー） 

（特殊キー） （特殊キー） 

（特殊キー） （特殊キー） 



 

Home 
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 BS 
 （特殊キー） 

BS 

Del  

  
 

 

※上記の数値入力モードの時に、テンキーの「Num Lock」ボタンを押してもこのモードになります。 
 

●全角アルファベット、全角記号文字の入力 

パソコンの「入力モード」を「全角英数字」にセットして、半角の場合と同じ様に入力して下さい。 

 

又、半角入力をして     キーを押して表示される全角アルファベットを選択しても良い。 

 

●半角アルファベットの大文字入力 

パソコン・タブレット等の入力モードを「ひらかな」にした状態で、必要なアルファベット文字を入力し、 

 

              （Ｆ９）を押して適宜大文字に変換する。 

 

 

以上 

（Ｆ9） 

（特殊キー） 

（特殊キー） 


	^
	“
	>
	Ins
	End

	Home
	BS

	Del

